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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高強度で耐食性のあるワイヤーで製作した網体を、保護すべき地山面に展延設置し、こ
の網体の上面から支圧板を所定間隔置きに点在状態に配置し、前記支圧板配置箇所に相当
して予め地山に設置されているアンカーを用いて前記網体上の前記支圧板を前記地山面に
向けて押し下げ、最終的に前記支圧板を地山に定着して前記網体を地山に固定する斜面保
護方法において、
　前記網体は、短い方の対角線長さが５～１５ｃｍ、長い方の対角線長さが５～２０ｃｍ
の菱形の網目構造を有し、
　前記支圧板は長手方向寸法、長径又は直径が２０ｃｍ～１ｍであり、
　前記網体は、保護すべき地山面上に略平坦な状態で展延設置され、
　前記支圧板の定着面は、前記網体の展延設置面より低い位置に設けられており、
　前記支圧板定着のための前記支圧板の押し下げ工程において、前記支圧板下の網体部分
をその下方の支圧板定着面へ向けて押し下げて前記支圧板を前記支圧板定着面に定着させ
て前記網体を地山に固定することを特徴とする斜面保護方法。
【請求項２】
　前記支圧板定着面が、前記支圧板が進入可能であるように地山面に設けられた凹所によ
って形成され、前記網体の前記展延設置面が前記凹所以外の地山面によって形成されてい
ることを特徴とする請求項１に記載の斜面保護方法。
【請求項３】
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　前記網体の前記展延設置面が、前記網体の展延設置に先立って、アンカー間領域に１つ
又は複数の土嚢を配置することでその土嚢上面に形成され、
　前記土嚢間領域が前記支圧板定着面とされたことを特徴とする請求項１に記載の斜面保
護方法。
【請求項４】
　前記網体を構成するワイヤーは硬鋼線製であることを特徴とする請求項１～３の一つに
記載の斜面保護方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、地山の斜面や法面などの保護方法、特に地山表層の滑り、崩壊を防止するた
めの方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、地山表層の滑り、崩壊などを防止し、地山の安定化を図るための様々な方法が提
案されており、その中で、比較的浅い、例えば１～３ｍの深さの表層が剥離して滑り落ち
る虞があるような斜面の安定化法として、保護すべき斜面に網体を展延設置し、この網体
の上面から支圧板を所定間隔置きに点在状態に配置し、前記支圧板配置箇所に相当して予
め地山に設置されているアンカーを用いて網体上の支圧板を地山面に向けて押し下げ、最
終的に支圧板を地山に定着して網体を地山に固定する斜面保護方法が提案されている（例
えば、特許文献１参照）。
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－１１８６３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記従来方法において、地山面に展延設置され、支圧板によって押圧固定された網体は
、その固定時点で地山面との関係で緊張状態になっている必要がある。即ち、固定された
網体の略全体が地山表層を遊びなく押圧している状態になっていることが必要である。網
体と地山との間に遊びがある場合、網体は有効に機能しているとは云えず、網体本来の受
圧作用が表層滑り発生後に発揮されることになる。たとえ僅かな滑りであったとしても、
その発生は避けなければならない。即ち、地山面との関係で網体に遊び或いは緩みが生じ
ていないようにしておかなければならない。
【０００５】
　そこで、本発明の目的は、固定時に網体を地山面に対して有効な緊張状態に至らしめる
効果的で簡単な方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的は、請求項１に記載の発明によれば、高強度で耐食性のあるワイヤーで製作し
た網体を、保護すべき斜面に展延設置し、この網体の上面から支圧板を所定間隔置きに点
在状態に配置し、前記支圧板配置箇所に相当して予め地山に設置されているアンカーを用
いて前記網体上の前記支圧板を前記地山面に向けて押し下げ、最終的に前記支圧板を地山
に定着して前記網体を地山に固定する斜面保護方法において、前記網体は、短い方の対角
線長さが５～１５ｃｍ、長い方の対角線長さが５～２０ｃｍの菱形の網目構造を有し、前
記支圧板は長手方向寸法、長径又は直径が２０ｃｍ～１ｍであり、前記網体は、保護すべ
き地山面上に略平坦な状態で展延設置され、前記支圧板の定着面は、前記網体の展延設置
面より低い位置に設けられており、前記支圧板定着のための前記支圧板の押し下げ工程に
おいて、前記支圧板下の網体部分をその下方の支圧板定着面へ向けて押し下げて前記支圧
板を前記支圧板定着面に定着させて前記網体を地山に固定することを特徴とする斜面保護
方法によって達成される。
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【０００７】
　上記の「位置」なる表現は、地山面を水平面と見立てた場合の高低方向の位置を意味し
ている。
【０００８】
　本発明は、比較的浅い地山表層の剥離崩落は、安定的な地山深層に結合されたアンカー
と、このアンカーに取り付けられた支圧板とによって、地山に対して緊張をもって固定さ
れた高強度の網体によって防止できるとの認識の下になされたものである。
【０００９】
　請求項１に記載の発明によれば、支圧板の押し下げ作業の進行に従って当該支圧板周囲
の網体に緊張力が生じると共にこの緊張力が増大し、支圧板全部の定着完了時には網体全
体が地山面に対して緊張状態におかれ、従って網体全体が地山表層を遊びなく押えている
状態になる。換言すれば、地山表層は滑りや崩壊が発生し得ないよう、アンカーと支圧板
とによって固定された網体によってしっかりと押えられる。明らかなように、本発明によ
れば、網体緊張力の発生及び増大は、支圧板定着作業を行なうことによってもたらされ、
緊張力をもたらすための別途の特別な作業を必要としない。
【００１０】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明において、前記支圧板定着面が、前記
支圧板が進入可能であるように地山面に設けられた凹所によって形成され、前記網体の前
記展延設置面が前記凹所以外の地山面によって形成されていることを特徴とする。このよ
うな凹所を設けることによって、支圧板の押し下げが進行するにつれて、支圧板下及び支
圧板近辺の網体部分が凹所内へ引き込まれ、その結果網体が面的に引き伸ばされる状態に
なり、網体には緊張力が生じ且つ徐々に増大し、支圧板の定着時には所望の緊張力がもた
らされる。
【００１１】
　請求項３に記載の発明は、請求項１に記載の発明において、前記網体の前記展延設置面
が、前記網体の展延設置に先立って、アンカー間領域に１つ又は複数の土嚢を配置するこ
とでその土嚢上面に形成され、前記土嚢間領域が前記支圧板定着面とされたことを特徴と
する。土嚢は必要な高さのなだらかな盛り上がりになるよう配置され或いは堆積されるこ
とが好ましい。
【００１２】
　請求項３に記載の発明によれば、アンカー間領域に配置された土嚢により形成された前
記網体の前記展延設置面が、支圧板押し下げ時に前記領域における網体の面的な伸長をも
たらし、従って網体に緊張をもたらし、支圧板の押し下げが進行するに従って網体の緊張
を増大させる。最終的に、支圧板全部の定着完了時には網体全体が地山に対して緊張した
状態におかれる。
【００１５】
　請求項４に記載の発明は、前記網体を構成するワイヤーを硬鋼線で製造することを特徴
とするものであり、前記硬鋼線は好ましくは引張強度が１７７０Ｎ／ｍ ｍ2以上の高強度
硬鋼線であって、このような高強度の網体は、滑りによる崩落が生じないよう地山を確実
に押える十分な強度を有し、更に、網体に課されるべき作用を数十年単位の長期間に亘っ
て保ち続けることを可能にする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、網体の緊張力を発生させ増大させるための支圧板定着位置及び網体展
延設置面は比較的簡単な作業によって地山面にもたらすことができ、そのような凹凸を設
けた後、支圧板を定着する作業を行なうだけで網体全体に緊張力がもたらされるものであ
り、従って比較的簡単な作業によって斜面安定化が効率よく達成されるという効果が得ら
れる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
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　［第１の実施の形態］
　図１は、本発明によって地山斜面に敷設された際の網体１と、この網体を斜面に固定し
ておくための多数のアンカー又はアンカーロッド（以下アンカーと呼称する）２、及びこ
のアンカーによって定着される支圧板３との相互関係を模式的に示すものである。アンカ
ー２及び支圧板３の配列は、図示のように縦横に整列したものでもよいし、縦横の列毎に
位置をずらせて千鳥状に配列したものであってもよいし、場合によってはランダムな配置
であってもよい。縦横に隣接するアンカー間の距離は様々に選択可能であるが、好ましく
は略１～２ｍの間で選択される。
【００１８】
　アンカー２の設置は、従来実施されているものと同様に、また図７、図１４等において
概略的に示すように、岩盤などの地山深層（不動層）Ｇ１まで削孔して形成したアンカー
孔にアンカー２を挿入し、このアンカーの基部２Ｂを、アンカー孔に注入したセメントミ
ルクなど固定材Ｃの硬化により地山深層Ｇ１に固定することによって行われる。アンカー
２の頭部２Ａは地表に露出せしめられ、後述のように支圧板３を地山に固定的に定着する
ために使用される。
【００１９】
　図２は上記網体１の好適な態様を示すものであって、この網体は下記のようにジグザグ
状に折り曲げられたワイヤー１１を連結することによって構成されている。ワイヤーの折
曲は、図２及び図３に示すように、平面的に見てジグザグ状に（図２Ａ）、伸長方向に向
かって螺旋状に（図３）、正面から見ると長円形状に（図２Ｂ）行なわれている。即ち、
図３に示すように、ワイヤー１１は、略直線状の上辺直線部１１ａ及び下辺直線部１１ｂ
が、それらの間の屈曲部１１ｃによって結合された状態で折曲されており、その場合図２
Ａに示すように、上辺直線部１１ａと下辺直線部１１ｂとが成す角度Ｒは、３０～５０°
であることが好ましく、また図２Ｂに示すように、上辺直線部１１ａと下辺直線部１１ｂ
との間の厚さ方向の間隔Ｄはワイヤー径Ｔの３倍もしくはそれ以上となっていることが好
ましい。ワイヤー径Ｔの好ましい例は３～３．５ｍｍである。
【００２０】
　上記のように折曲形成されたワイヤー１１は、図３に示すように２つのワイヤーの屈曲
部１１ｃが互いに係合し得るように次々に連結され、結果として図２に示すような網目１
ａを有する網体１が構成される。
【００２１】
　上記ワイヤーの上辺直線部１１ａと下辺直線部１１ｂとの成す角度を上記のように３０
～５０°とすることにより、構成された網体に生じる網目１ａは、一方の対角線が他方の
対角線より長い菱形となる。網体は長い対角線方向の網体強度が極めて大きくなり、長い
対角線方向を地山斜面の圧力が最も大きく作用する方向、即ち斜面の上下方向へ合わせる
ことにより、網体の強度的機能を充分に発現させることができる。網目１ａの寸法の例と
しては、短い方の対角線長さが５０～１５０ｍｍ、長い方の対角線長さが５０～２００ｍ
ｍである。構成された網体１は厚さ寸法Ｗ（図２Ｂ）を持った立体的構造となり、このよ
うな比較的厚みのある立体的構造であることによって、網体１で被覆した斜面上に生じる
植生を保護する作用も果たす。
【００２２】
　上記のワイヤー１１は引張強度１７７０Ｎ／ｍｍ２以上の硬鋼線であることが好ましい
。また、ワイヤー１１には防食処理が施されていることが好ましく、有利な防食処理とし
ては、図４に示すように、硬鋼線（ワイヤー）１１Ａの表面に先ずＺｎ／Ａｌメッキ１１
Ｂを施し、その上に飽和ポリエステル（ＰＥＴ）の被覆１１Ｃを設ける方法が例挙される
。しかしながら、他の防食処理も適用可能である。
【００２３】
　図５は支圧板３の例を示すものであって、平面的に見た形状としては、多角形（ａ）、
楕円形（ｂ）、円形（ｃ）などが挙げられ、側面的に見た形状は平板状であることが好ま
しい。支圧板３の中央にはアンカー頭部２Ａと係合する透孔３ａが形成してある。図６は
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図５（ｃ）の支圧板の拡大尺側面図を示しており、下部周縁部３ｂは、下記のように網体
と接触した際に網体に損傷を与えないよう、面取りされて丸みを付された形状となされて
いる。支圧板３の下面には図６に示すように複数の突起３ｃが設けてあり、これら突起は
、網体上の支圧板を下記のように押下するときに網体の網目と係合し、支圧板と網体との
相対的な滑りが生じないように作用する。
【００２４】
　支圧板３の寸法の例としては、平面的に見て、（ａ）の場合の長手方向寸法、（ｂ）の
場合の長径、又は（ｃ）の場合の直径が約２０ｃｍ～１ｍ、側面から見た場合の（ａ）～
（ｃ）の高さ（厚さ）が約１０～３０ｃｍである。材料としてはコンクリート、金属、プ
ラスチック、繊維強化プラスチック（ＦＲＰ）が好ましいが、他の材料であってもよい。
【００２５】
　次に、図７～１３を参照して、本発明方法の第１実施形態について詳細に説明する。
【００２６】
　図７は、地山の表層Ｇ２及び深層（不動層）Ｇ１を、斜面に沿った断面（図１中のＶＩ
Ｉ－ＶＩＩ線に沿った地山断面に相当）にて示すものであって、これら表層と深層との間
にはすべり面Ｓがあり、表層Ｇ２はこのすべり面Ｓに沿って崩落し、崩落方向にある道路
、鉄道、建築物などに被害を及ぼす虞がある。
【００２７】
　第１実施形態によれば、上記地山表層Ｇ２の滑り発生を防止するために、先ずアンカー
２が上記のようにして設置される。アンカー設置後、図７に示すように、地山面（斜面）
Ｍのアンカー頭部２Ａ周辺に、前記支圧板が進入可能の凹所４が支圧板定着位置として形
成され、凹所４の底部が支圧板定着面ＭＢとして形成される。この凹所４は、例えば、支
圧板の平面視最大寸法よりも若干大きな直径を有する丸孔であり、この丸孔の深さは、隣
り合う支圧板間の距離に応じて、約２０～３０ｃｍの範囲で選択される。しかしながら、
この値は限定的なものではなく、網体の剛性や地山の土質などに応じて上記範囲外の様々
な値を選択し得ることは明らかである。また、凹所４の形状は丸孔に限らず、支圧板の平
面視輪郭形状に相似するものであってもよい。凹所４の周縁部は滑らかな弧状になされ、
後述のように網体１が強圧的に摺接するときに網体に局部的な集中荷重が掛からないよう
にしておくことが好ましい。
【００２８】
　上記凹所４の形成は、アンカー２の設置に先立って、又は設置後に手作業または削孔機
によって行なわれる。
【００２９】
　次いで、前記凹所４を形成した地山面Ｍの凹所４以外の網体展延設置面ＭＡには網体が
略平坦な状態（図１０参照）に展延設置される。
【００３０】
　図８は網体の展延設置方法の好ましい例を示すものであって、この例によれば、ロール
状に巻かれた一定幅の単位網体１Ｕが斜面上方に置かれ、ロール外周側の網体端部１Ｕａ
が地山に固定され、次いで網体ロールが斜面下方へ向けて転動落下される。これによって
ロール外周から次々に網体部分が解放され、解放され終わったときに保護すべき斜面の一
部が上端から下端まで縦方向に延びる単位網体１Ｕによって覆われる。
【００３１】
　図９は、上記のような単位網体１Ｕの転動解放を斜面横方向に隣接して３回行なった状
態を平面的に示すものである。この場合、２つの単位網体１Ｕの互いに隣接する側端部が
、凹部４の成す２つの隣り合う縦列の中間位置に来るように、単位網体１Ｕの幅寸法と凹
部４の形成位置を選定することが好ましい。隣接する２つの単位網体１Ｕは多数のクリッ
プ５によって結合されている。具体的には、結合すべき２つの単位網体の側端網目列を、
網目を合わせて互いに重ね合わせ、上下に重なり合った一対の網目における上辺直線部１
１ａ同士（図３参照）及び／又は下辺直線部１１ｂ同士をクリップ５により結合する。
【００３２】
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　上記のようにして網体１を網体展延設置面ＭＡ上に展延設置した後、図１０に示すよう
に、支圧板３を網体１の上方から各アンカー２のアンカー頭部２Ａに取り付ける。この取
付けは、支圧板３中央に形成されている透孔３ａに、雄ネジ部材として形成されているア
ンカー頭部２Ａを通し、更に支圧板上に突出したアンカー頭部に雌ネジ部材６を螺着する
ことによって行なわれる。
【００３３】
　次に、雄ネジ部材としてのアンカー頭部２Ａに対して雌ネジ部材６を回すことにより、
支圧板３が凹所４に向けて押し下げられる。このような支圧板の押し下げ作業は、網体１
の周辺部に位置する支圧板から始めることが好ましい。
【００３４】
　支圧板３の押し下げの際、支圧板３の下面に設けた突起３ｃ（図６参照）はそれぞれ網
体１の対向する網目に係合し、支圧板に対する網体の滑り移動を防止する。このような突
起３ｃの作用は、網体周縁部における支圧板定着の際に特に有効である。
【００３５】
　支圧板３の押し下げ作業が進行するに従って支圧板下部の網体部分は徐々に凹所４内に
引き込まれ、その結果網体１は面的に引っ張られ、引き伸ばされる状態になり、網体伸延
方向の遊びの限界を越えたところで網体には緊張力が掛かり始め、この緊張力は支圧板が
凹所４の定着面ＭＢに近接するにつれて増大する。
【００３６】
　網体１の緊張力の大きさは、上記雌ネジ部材６を回転する際のトルク（回転モーメント
）を検知することによって確認することができる。従って、緊張力の管理は雌ネジ部材６
のトルク管理によって達成される。
【００３７】
　図１１に示すように、全ての支圧板３をそれぞれ対応する凹所４内に定着した時点で、
網体１には所期の大きさの緊張力がもたらされ、従って地山面は所期の緊張力を持った網
体１によって押えられた状態になる。その結果、地山表層Ｇ２は、このような緊張力を持
った網体１とアンカー２との作用により、滑りの生じない安定した状態に保持される。即
ち、緊張力を持った網体１とアンカー２との作用により、表層Ｇ２のすべり発生は未然に
阻止される。
【００３８】
　支圧板３の押し下げの際、支圧板の下部周縁に設けた面取り部３ｂ（図６参照）は網体
１を損傷しないよう作用するが、更に網体損傷防止効果を高めるために、図１２に示すよ
うに、網体１と支圧板３との間にゴム、ウレタン等から成る緩衝材７１を介装し、更に網
体１の下側に同様の緩衝材７２を配置することが好ましい。緩衝材７１は、支圧板３の定
着作業時及び図１３に示す定着後において、網体１と支圧板３との直接的な接触を防止し
、網体１を形成するワイヤー上の防食処理部が破損しないように保護する。また、緩衝材
７２もワイヤー上の防食処理部を保護する。
【００３９】
　上記緩衝材７２を上記のようにゴム、ウレタン等からなる板材にて形成する代わりに、
支圧板下に植物繊維製織物、化学材料製不織布等の材料によって製造される袋体（図示せ
ず）を設け、この袋体内に一時的流動性のある注入材、例えばセメントミルクを注入し、
この注入材を固化させるようにしてもよい。袋体、注入材の具体例は特開２０００－８０
６５８号公報に記載されており、この公報に記載されている内容は上記緩衝材７２の形成
においても適合する。場合によっては、緩衝材７１も同様に袋体と注入材を用いて形成し
てもよい。
【００４０】
　上記支圧板３の定着後、凹所４は土で埋められ、地山面全体が平坦になされる。その際
、埋め込み用の土に植物の種子を混入しておくことが好ましい。また、凹所４内の支圧板
３、雌ネジ部材６、アンカー頭部２Ａには土が直接触れないように養生を施しておくこと
が好ましい。
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【００４１】
　上記網体１と地山面Ｍ、特に網体展延設置面ＭＡとの間には植物の種子を付着させたシ
ート材（図示せず）を介装しておくことが好ましい。このシート材の地山面への配設は、
上記網体１の展延設置に先立って行なわれる。このようにシート材を介装することにより
地山面の植生生育を促進し、斜面を緑化して斜面の景観を早期に良好なものにすることが
できる。
【００４２】
　［第２の実施の形態］
　この第２実施の形態において、網体１及び支圧板３については第１実施形態の場合と同
様のものが使用され、またアンカー２の設置、網体１の展延設置、支圧板３の定着につい
ても第１実施形態の場合と同様の方法で行なわれる。
【００４３】
　第２実施形態では、支圧板定着箇所の地山面をその周辺の地山面に対して低位置にする
状態をもたらすために、第１実施形態の場合の凹所形成に代えて土嚢が使用される。
【００４４】
　第２実施形態による方法の手順について図１４及び図１５を参照しつつ以下に説明する
。
【００４５】
　アンカー２の設置後、アンカー設置箇所の間の領域（例えば図１中の４つのアンカー３
ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄの設置箇所に囲まれた領域）の中央位置に土嚢が所望の高さに配置
される。土嚢の配置は１つの大きな土嚢を用いて行ってもよいし、或いは比較的小さな土
嚢を複数個並べるか積み重ねることによって行なってもよい。図１４及び図１５は複数個
の土嚢８を配置した場合を示している。図示のように、土嚢８の配置は、支圧板３の定着
面ＭＢが土嚢８の頂部にてもたらされる網体展延設置面ＭＡの高さに対して低位置にある
ようになされる。
【００４６】
　上記アンカー設置箇所の間の領域すべて（或いは場合によって一部）について土嚢の配
置を行なった後、図１４に示すように、網体１の展延設置、及びアンカー頭部２Ａに対す
る支圧板３の取付けが第１実施形態と同じ方法で行なわれ、その際、網体１は網体展延設
置面ＭＡに接触して略平坦な状態に展延設置される。
【００４７】
　次に、雌ネジ部材６が雄ネジ部材としてのアンカー頭部２Ａに螺合され、支圧板３を定
着面へ向けて押下するために、アンカー頭部に対して回転せしめられる。支圧板３の押下
が進むにつれて支圧板下の網体部分は下方へ押し下げられるが、土嚢８の網体展延設置面
ＭＡがこの押し下げに対抗するように網体１に作用するため、結果として網体１は当該支
圧板を中心に面的に引っ張られることになり、面的な方向での遊び状態がなくなったとき
網体１に緊張力が発生し、緊張力の強さは支圧板が定着面ＭＢに近づくにつれて増大する
。
【００４８】
　第１実施形態の場合と同様に、網体１の緊張力の大きさは、上記雌ネジ部材６を回転す
る際のトルク（回転モーメント）を検知することによって確認され、従って、緊張力の管
理は雌ネジ部材６のトルク管理によって達成される。
【００４９】
　支圧板３と定着面ＭＢとの間には、実施形態１において述べたものと同様の袋体と注入
材で構成される着座部材（図示せず）を配置し、定着面ＭＢに対する支圧板３の安定的着
座をもたらすようにすることが好ましい。
【００５０】
　図１５に示すように、全ての支圧板３をそれぞれ対応する定着面ＭＢに定着した時点で
、網体１には所期の大きさの緊張力がもたらされ、従って地山面Ｍは所期の緊張力を持っ
た網体１によって押えられた状態になる。その結果、地山表層Ｇ２は、このような緊張力
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を持った網体１とアンカー２との作用により、滑りの生じない安定した状態に保持される
。即ち、緊張力を持った網体１とアンカー２との作用により、表層Ｇ２のすべり発生は未
然に阻止される。このように、網体１には土嚢の高さに応じた緊張力がもたらされ、土嚢
を介しての網体１による所要の地山表層押圧作用がもたらされる。
【００５１】
　上記土嚢８の周囲には、網体１と地山面Ｍとの間に空間Ｋが生じるが、この空間には網
体上からの吹き付けによって充填材を注入することが好ましい。充填材としては、植生吹
付け材、例えば種子混入腐葉土と水を混合したもの、或いは植物短繊維、土、硬化材（例
えば、少量のセメントまたは類似物）、種子及び水を混合したものが有効である。充填材
中の植物の種子は充填材固化後に発芽し、保護斜面に早期に望ましい植生をもたらす。ま
た、土嚢内にも植物の種子が混入されていることが好ましい。
【００５２】
　上記の第１及び第２実施形態による方法を併用してもよく、このような併用方法も本発
明の範囲に含まれるものである。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】地山斜面に展延設置された網体と、この網体を地山斜面に固定しておくための多
数のアンカーとの相互関係の例を模式的に示す斜視図である。
【図２】本発明方法において用いられる網体の例を示しており、（Ａ）は網体の平面図、
（Ｂ）は網体の側面図である。
【図３】折曲したワイヤーを連結して網体を構成する様子を示す斜視図である。
【図４】網体を構成するワイヤーへの防食処理方法を示す、ワイヤーの部分的斜視図であ
る。
【図５】本発明方法に用いられる支圧板の３つの例を平面図で示すものである。
【図６】図５（ｃ）に示す支圧板の拡大尺側面図である。
【図７】本発明の第１実施形態による方法の凹所形成工程を示す、地山斜面の縦断面図で
ある。
【図８】第１実施形態による方法の網体展延設置工程を示す、地山斜面の縦断面図である
。
【図９】網体の展延設置例の平面図である。
【図１０】第１実施形態による方法の支圧板取付け工程を示す、地山斜面の縦断面図であ
る。
【図１１】第１実施形態による方法の支圧板定着後の状態を示す、地山斜面の縦断面図で
ある。
【図１２】第１実施形態による方法において、支圧板下の網体部分の保護方法を示す、支
圧板取付け工程時の地山斜面の部分的縦断面図である。
【図１３】図１２に示す工程実施後における支圧板定着時の地山斜面の部分的縦断面図で
ある。
【図１４】本発明の第２実施形態による方法の土嚢配置工程、網体展延設置工程、支圧板
取付け工程を説明する、地山斜面の部分的縦断面図である。
【図１５】第２実施形態による方法の支圧板定着後の状態を示す、地山斜面の部分的縦断
面図である。
【符号の説明】
【００５４】
１　網体
１Ｕ　単位網体ロール
２　アンカー
２Ａ　アンカー頭部
２Ｂ　アンカー基部
３　支圧板
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４　凹所
５　クリップ
６　雌ネジ部材
７　緩衝材
８　土嚢
Ｃ　固定材
Ｇ１　地山深層（不動層）
Ｇ２　表層
Ｍ　地山面（斜面）
ＭＡ　網体展延設置面
ＭＢ　支圧板定着面
Ｓ　すべり面
Ｋ　空間

【図１】 【図２】
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